
 

 

 

 我孫子市では年間４回程度の学校運営協議会会議の開催を予定しています。今回は、第３
回会議の様子を中心にお伝えします。 
※各学校の会議開催予定等については、各学校 HP等にてご確認ください。 

  

令和４年度 第３回学校運営協議会会議 
第３回会議は、１１月から 1２月にかけて各学校または各中学校区合同で行われました。 
各学校では、主に２学期の学校の様子について共有し、これまでの学校運営や教育活動の

取組の成果や課題、地域学校協働活動として取り組んでいきたいことなどについて、協議が
行われました。また、今年度の学校評価に関するアンケート項目についての協議なども行わ
れました。 
 
【我孫子第三小学校 学校運営協議会の様子】 
 １１月１９日に第３回の会議が開催されました。 
 我孫子第三小学校は、今年度から始まったコミュニティ・
スクールについて、まずは知ってもらうことをねらいとして
地域への情報の発信を重点としています。その方法として、
学校から地域へ「挨拶運動」の取組を、６年生の家庭科「共
に生きる地域での生活」の学習の一環として計画することに
しました。子ども達一人ひとりが家庭や地域と向き合い、今
後地域で生きる上で自分自身がどのように地域と関わってい
くかを考えるきっかけとなる学習です。 
 あわせて、我孫子第三小学校では、登下校の児童の安全見守り活動にも力を入れていま
す。学校や PTA、地域学校協働活動推進員が連携して、様々な取組を進めてきました。これ
らの取組をさらに地域に広げ、地域のたくさんの大人の目で子ども達の安全を守りたいと考
えています。 
 子ども達の学びを支えるため、また地域全体で子ども達を守るため、どのようなステップ
で学校から地域へ発信していくとよいか、どのように地域と連携できそうかなど協議を行い
ました。各委員がそれぞれの立場から積極的に意見を出し合い、子ども達の思いや考えを大
切にし、地域会議等でも発信しながら実現に向けて丁寧に準備していこうと方向性を定め、
会議を終了しました。 

 
【布佐中学校 学校運営協議会の様子】 
 １１月９日に第３回会議が行われました。 
 前半は、２学期の学校運営や教育活動の様子につ
いて共有し、成果や課題について協議しました。 
 後半は、生徒会の新旧役員が会議に参加し、地域
の活性化について、生徒が考える地域課題や、その
解決に向けて、大人と中学生が一緒にどんなことができそうかなどについて積極的に意見
を述べていました。生徒たちが地域の当事者として真剣に考え、学校運営協議会は、それ
を実現するために何ができるか、今後の協議につなげていくこととなりました。 
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～中学生からの意見～（「令和４年度 布佐中学校 学校運営協議会だより No.2」より一部抜粋） 
・一人一人顔が分かっているので、挨拶をしっかりして地域とのつながりを深めたい。 
・自分の親世代とのかかわりを深めるため、駅などで挨拶運動をする。 
・地域のお祭りに参加する。 ・お祭りのまかないを手伝う。 
・学校でお祭りへの参加を呼びかけるだけでなく、親世代も一緒に参加するとよいのではないか。 
・地域の清掃活動に参加する。 
・地域の方に、学校の部活動を紹介する機会があるとよい。 



 
学校運営協議会 中学校区での合同開催 小中一貫教育を中心とした取組例 
【我孫子中学校区 第２回学校運営協議会の報告】 
スクラム No.2で紹介した、我孫子中学校区合同学校運営協議会の広報紙を紹介します。

我孫子中学校区の小中一貫教育で目指す１５歳の姿、１２歳の姿が中心に示され、「挨拶」
をキーワードに学校・家庭・地域で取り組んでいきたいことについて伝えています。 

 
【久寺家中学校区 ３校合同学校運営協議会の様子】 
１１月２４日に根戸小学校で、並木小、久寺家中学校の３校合同の学校運営協議会が行わ

れました。 
前半は学校ごとに集まり、各学校の学校運営の様子や学校評価アンケートの内容、学校が

課題としていることなどについて協議を行いました。 
 後半は３校の学校運営協議会委員が一堂に会して協議を行いました。まずは、各学校のグ
ランドデザインについて共有したあと、久寺家中学校区の小中一貫教育グランドデザインに
ついて確認しました。これらを受けて、全体の進行を務めた根戸小学校学校運営協議会会長
は、小中一貫教育の意義を理解した上で、そうした視点をもって学校や子ども達を見つめて
ほしいと委員へ呼びかけました。続いて、我孫子市共通の小中一貫カリキュラム「Abi☆小
中一貫カリキュラム」の内容や、取組について共有しました。また、今年度から学校評価の
アンケート項目に小中一貫教育の保護者、教職員の周知・理解促進のため３校共通の小中一
貫教育に関する項目を入れることについて共通理解を図りました。 
                協議の中では、「子ども達が『Abi-ふるさと』で学んで

いる我孫子の先人について、保護者も一緒に学べる機会が
あるとよい。」「『環境・人でつなぐ』という点では、久寺家
中学校区の特色として中学校区全体で地域学校協働活動
（ボランティア）が行われていることを、グランドデザイ
ンで示せるとよい。」といった意見が出ていました。 


